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社
会
の
変
化
か
ら
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
経
済
の
必
要
性
を
考
え
る

１ 
　 
試
さ
れ
る
社
会
政
策
の
改
革

　

本
稿
の
趣
旨
に
即
し
て
、
も
う

少
し
具
体
的
に
考
え
よ
う
。
女
性

の
行
動
の
仕
方
や
役
割
は
、
急
速

に
変
化
し
て
き
た
。
そ
の
急
速
な

変
化
に
対
し
て
、
家
庭
や
社
会
に

お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
関
す

る
新
た
な
ル
ー
ル
の
形
成
力
や
、

福
祉
国
家
の
柔
軟
な
適
応
力
が
国

内
的
に
も
国
際
的
に
も
大
き
く
問

わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
を
、
社
会
政
策
論
で

世
界
的
に
著
名
な
論
者
で
あ
る
エ

ス
ピ
ン
グ
・
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
次

の
よ
う
に
論
じ
る
。

　
「
母
親
で
あ
る
こ
と
と
キ
ャ
リ
ア

と
が
調
和
し
な
い
と
、
個
々
人
の
レ

ベ
ル
で
は
、
雇
用
と
自
律
を
追
求
し

た
り
世
帯
所
得
を
増
や
そ
う
と
す
る

こ
と
と
、
子
供
を
も
つ
こ
と
が
、
ト

レ
ー
ド
オ
フ
の
関
係
に
な
っ
て
し
ま

う
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
調
和
の
欠

如
は
、
社
会
全
体
の
レ
ベ
ル
で
は
、

最
適
を
達
成
し
な
い
２
つ
の
な
り
ゆ

き
の
い
ず
れ
か
を
も
た
ら
す
。
そ
の

２
つ
と
は
、
子
ど
も
が
い
な
い

「
低
出
生
均
衡
」
か
「
低
所
得
・
低

就
業
均
衡
」
か
で
あ
る
。」（Esping-

A
nderson 2009=2011: 83

）

　

彼
は
、
女
性
の
人
生
の
選
択
や

暮
ら
し
方
の
変
化
に
対
応
す
る
よ

う
社
会
政
策
を
改
革
し
な
い
か
ぎ

り
、
社
会
政
策
は
有
効
で
は
な
く

な
る
だ
ろ
う
と
力
説
す
る
。

　

で
は
、
女
性
の
変
化
に
対
応
す

る
よ
う
な
、
新
し
い
社
会
政
策
と

は
な
ん
だ
ろ
う
か
。
端
的
に
い
え

ば
、
そ
れ
は
女
性
の
多
様
化
し
た

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
選
択
に
柔
軟

に
対
応
で
き
る
政
策
で
あ
り
、
ま

た
異
な
っ
た
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

あ
る
女
性
の
「
必
要
」（
ニ
ー
ズ
）

を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
政
策
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

２ 

　  

横
浜
郊
外
の
形
成
と
地
域
社
会

を
支
え
て
き
た
専
業
主
婦

　

１
９
６
０
年
代
以
降
、
都
市
へ

と
移
動
し
た
若
者
は
、
高
度
成
長

に
支
え
ら
れ
た
安
定
雇
用
を
基
礎

と
し
て
、
子
ど
も
、
会
社
勤
め
の

父
親
、
専
業
主
婦
の
母
親
か
ら
な

る
核
家
族
を
形
成
し
た
。同
時
に
、

日
本
の
社
会
政
策
は
、家
事
労
働
、

子
育
て
、
老
親
の
介
護
労
働
を
一

手
に
無
償
で
引
き
受
け
る
専
業
主

婦
の
存
在
を
前
提
に
し
て
、
収
入

を
獲
得
す
る
世
帯
主
（
男
性
）
の

安
定
雇
用
を
保
護
す
る
こ
と
と
、

そ
れ
を
可
能
に
す
る
経
済
政
策
に

力
を
い
れ
て
き
た
。
い
い
か
え
れ

ば
、
公
的
な
育
児
・
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
費
用
を
は
じ
め
と
し
た
、
福

祉
へ
の
費
用
は
、
経
済
政
策
費
優

先
の
前
に
、二
の
次
に
さ
れ
て
き
た
。

　

横
浜
郊
外
の
住
宅
地
は
、
１
９

６
０
年
代
後
半
以
降
、
急
激
に
増

加
す
る
核
家
族
を
吸
収
し
な
が
ら
、

　

こ
の
二
、
三
十
年
間
の
激
し
い

地
域
社
会
の
変
動
の
中
で
、
私
た

ち
は
、
新
た
な
秩
序
の
形
成
、
新

た
な
「
均
衡
状
態
」
を
模
索
し
て

い
る
途
上
に
あ
る
。

　

そ
の
方
向
性
に
よ
っ
て
、
こ
れ

か
ら
数
十
年
先
に
築
か
れ
る
地
域

社
会
の
様
子
は
、
大
き
く
異
な
る

も
の
と
な
ろ
う
。
男
女
間
の
役
割

変
化
が
未
完
の
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不

平
等
均
衡
」
や
、
子
ど
も
が
産
み

育
て
に
く
い
た
め
に
子
ど
も
が
い

な
い
「
低
出
生
均
衡
」
へ
と
向
か
っ

て
い
る
の
か
。
非
正
規
雇
用
や
無

業
者
の
拡
大
と
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
の
未
整
備
に
よ
る
「
低
所
得
・

低
就
業
均
衡
」
が
待
っ
て
い
る
の

か
。
も
し
く
は
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
・
世
代
間
連
帯
均
衡
」
と
い
う
、

男
女
間
の
分
担
の
不
均
衡
が
是
正

さ
れ
、
高
齢
者
と
若
い
世
代
な
ど

異
な
る
世
代
間
の
連
帯
に
も
と
づ

く
均
衡
状
態
へ
と
向
か
お
う
と
し

て
い
る
の
か
。 ① 

ダ
ブ
ル
ケ
ア（
子
育
て
と
介
護
の
同
時
進
行
）か
ら
考
え
る

 

新
た
な
家
族
政
策 ―

 

世
代
間
連
帯
と
ジェン
ダ
ー
平
等
に
向
け
て

拡
大
し
て
い
っ
た
。
こ
の
中
で
、
生

涯
学
習
や
消
費
者
活
動
、
福
祉
活

動
や
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
て
き
た
の
は
、

右
肩
上
が
り
の
経
済
と
安
定
雇
用
に

支
え
ら
れ
た
豊
か
な
層
の
専
業
主
婦

で
あ
る
。
専
業
主
婦
率
の
高
い
横
浜

は
、
生
協
活
動
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が

全
国
的
に
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き

た
。
助
け
合
い
・
支
え
あ
い
を
モ
ッ

ト
ー
に
、「
要
介
護
」
と
い
う
言
葉

さ
え
も
な
か
っ
た
時
代
に
、
草
の
根

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
先
駆
け
て
提
供

し
は
じ
め
た
の
も
、
政
策
的
な
支
援

の
乏
し
い
な
か
で
苦
労
し
な
が
ら
老

執
筆相
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親
の
介
護
を
経
験
し
た
女
性
た
ち
で

あ
っ
た
。

　

人
口
学
的
に
は
、
高
度
経
済
成

長
と
専
業
主
婦
に
よ
る
無
償
の
家

事
・
介
護
労
働
は
、
人
口
ボ
ー
ナ

ス
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
っ
た
と
い

え
る
。
人
口
ボ
ー
ナ
ス
は
、
死
亡

率
の
減
少
が
出
生
率
の
減
少
の
前

に
お
こ
る
た
め
に
現
れ
る
状
態
で
、

15
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
生
産
年
齢

人
口
が
そ
れ
以
外
の
人
口
よ
り
も

高
い
割
合
を
占
め
る
と
き
の
状
態

を
さ
す
。
こ
の
時
期
は
、
生
産
力

の
自
然
増
だ
け
で
な
く
消
費
も
活

発
化
し
、
高
い
経
済
成
長
率
と
税

収
入
が
と
も
に
実
現
さ
れ
る
。
日

本
は
１
９
６
０
年
代
中
盤
か
ら
、

２
０
０
０
年
代
中
盤
ま
で
が
、
人

口
ボ
ー
ナ
ス
期
に
あ
っ
た
。

　

こ
の
人
口
ボ
ー
ナ
ス
期
は
、
経

済
成
長
だ
け
で
な
く
、
福
祉
の
分

野
で
も
特
異
な
時
期
と
な
る
。
そ

れ
は
、
家
族
間
で
行
わ
れ
る
育
児

や
介
護
な
ど
を
助
け
合
う
兄
妹
が

多
く
、
親
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
大

き
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
家
族
が
無
償
で
提
供
す
る
福

祉
サ
ー
ビ
ス
に
支
え
ら
れ
て
い
た

日
本
の
男
性
稼
ぎ
主
型
モ
デ
ル
を

前
提
と
し
た
家
族
主
義
的
政
策
も

人
口
ボ
ー
ナ
ス
に
支
え
ら
れ
て
い

た
。
特
に
横
浜
の
よ
う
な
、
都
市

流
入
に
よ
っ
て
人
口
が
急
激
に
増

加
し
た
都
市
は
、
こ
の
よ
う
な
人

口
ボ
ー
ナ
ス
の
恩
恵
を
多
く
受
け

て
き
た
と
い
え
る
。

３ 

　 

社
会
的
排
除
と
包
摂

　

し
か
し
、
少
子
化
・
高
齢
化
が

進
行
す
る
日
本
で
は
、
人
口
減
少

社
会
の
進
展
が
進
み
、
も
は
や
人

口
ボ
ー
ナ
ス
は
期
待
で
き
な
い
。

ま
た
同
時
に
、
非
正
規
雇
用
や
無

業
率
、
貧
困
の
拡
大
に
よ
り
、「
格

差
」が
社
会
問
題
化
さ
れ
て
き
た
。

　

格
差
は
経
済
的
な
次
元
だ
け
で

な
く
、
社
会
的
、
政
治
的
、
文
化

的
な
次
元
も
含
め
て
多
次
元
で
起

こ
る
た
め
、「
社
会
的
排
除
」
と
い

う
捉
え
方
を
す
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
い
る
。
社
会
で
大
多
数
の

人
が
享
受
す
る
資
源
、
権
利
、
サ
ー

ビ
ス
、品
物
が
不
足
し
て
い
た
り
、

関
係
性
や
活
動
へ
の
参
加
を
否
定

さ
れ
て
い
た
り
す
る
状
態
に
あ
る

人
々
を
、
社
会
的
排
除
の
状
態
に

あ
る
と
い
う
（Pantazis, Gordon 

and Levitas 2006

）。
社
会
的
排

除
に
は
、
特
別
な
行
事
を
お
祝
い

で
き
な
い
、不
適
切
な
住
居
環
境
、

不
平
等
な
教
育
へ
の
ア
ク
セ
ス
な

ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

社
会
的
排
除
の
状
況
か
ら
、
い

か
に
「
包
摂
」
す
る
か
が
重
要
な

政
策
課
題
と
な
っ
て
き
た
。
社
会

的
排
除
の
あ
り
方
は
、
個
々
人
の

人
生
の
経
路
、
持
っ
て
い
る
様
々

な
資
源
、
そ
し
て
地
域
に
あ
る
資

源
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
多
大
な
影

響
を
持
つ
。
そ
れ
ゆ
え
、
国
レ
ベ

ル
だ
け
で
な
く
、
地
域
的
な
包
摂

の
取
組
が
重
要
で
あ
る
。

４ 

　  

女
性
の
役
割
や
暮
ら
し
の
変

化
と
新
た
な
課
題

　

こ
の
間
の
変
化
に
よ
り
、
精
神

的
に
も
時
間
的
に
も
経
済
的
に
も

ゆ
と
り
の
無
い
女
性
が
増
え
る
こ

と
で
、
地
域
的
な
包
摂
の
取
組
を

担
う
よ
う
な
、
地
域
社
会
の
担
い

手
不
足
が
進
行
し
て
い
る
。

　

そ
の
変
化
と
は
第
一
に
、
女
性

の
労
働
力
率
の
向
上
（
共
働
き
世

代
の
増
大
）
に
よ
り
、
専
業
主
婦

世
帯
が
減
少
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
未
婚
化
や
離
婚
率
の

上
昇
に
よ
り
、
単
身
女
性
の
増
大

で
あ
る
。
結
婚
を
前
提
と
し
た
家

事
手
伝
い
で
は
な
い

4

4

女
性
が
増
え
、

非
正
規
雇
用
や
無
業
で
経
済
的
な

基
盤
が
か
な
り
不
安
定
な
層
が
拡

大
し
て
い
る
。

　

第
三
に
、
ひ
と
り
親
家
庭
や
単

身
女
性
、
そ
し
て
生
活
保
護
世
帯

の
増
加
な
ど
、「
女
性
の
貧
困
」
問

題
の
増
大
で
あ
る
。

　

第
四
に
、
少
子
化
と
高
齢
化
の

同
時
進
行
に
よ
り
、
子
育
て
と
介

護
の
ダ
ブ
ル
ケ
ア
を
し
な
が
ら
働

く
女
性
の
増
大
で
あ
る
。

５ 

　  

ダ
ブ
ル
ケ
ア
（
子
育
て
と
介

護
の
同
時
進
行
）
と
い
う
新

た
な
課
題

　

紙
面
の
関
係
上
、
こ
こ
で
は
最

後
に
あ
げ
た
「
ダ
ブ
ル
ケ
ア
」
の

課
題
に
絞
っ
て
論
じ
よ
う
。
な
ぜ

ダ
ブ
ル
ケ
ア
な
の
か
。

　

東
ア
ジ
ア
で
は
出
生
率
の
下
げ

止
ま
り
兆
候
が
見
ら
れ
ず
、
超
少

子
化
と
高
齢
化
の
同
時
進
行
が
続

い
て
い
る
。
マ
ク
ロ
的
に
は
、
少

な
い
生
産
年
齢
人
口
で
、
よ
り
多

く
の
老
年
人
口
を
扶
養
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
て
き
た
。
ミ
ク

ロ
的
に
は
、
女
性
の
晩
婚
化
に
よ

り
出
産
年
齢
が
高
齢
化
し
、
兄
弟

数
や
親
戚
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
減
少

し
て
い
る
。
現
存
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
、
育
児
サ
ー
ビ
ス
を
や
り
く
り

し
な
が
ら
、
子
育
て
と
親
の
介
護

を
同
時
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

世
帯　
　

ダ
ブ
ル
ケ
ア
負
担
の
世

帯　
　

の
増
加
が
予
測
さ
れ
る
。

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
、
あ
る
い

は
仕
事
と
介
護
の
両
立
が
問
題
と

さ
れ
て
き
た
が
、
超
少
子
化
と
高

齢
化
が
同
時
進
行
す
る
日
本
の
よ

う
な
国
で
は
、
子
育
て
・
介
護
・

仕
事
の
両
立
問
題
と
い
う
、
新
た

な
形
の
「
ケ
ア
の
社
会
化
問
題
」

に
直
面
す
る
。

　

日
本
を
含
む
東
ア
ジ
ア
の
福
祉

レ
ジ
ー
ム
の
性
格
は
、
介
護
や
育

児
は
家
庭
内
で
主
に
女
性
に
よ
っ

て
担
わ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、「
家

族
主
義
」「
家
族
中
心
的
」
と
特
徴

づ
け
ら
れ
て
き
た
が
、
介
護
保
険

の
導
入
や
、
市
場
を
活
用
し
た
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
が
は
か
ら
れ
、

こ
れ
ま
で
家
庭
内
で
主
に
女
性
に

よ
っ
て
担
わ
れ
て
き
た
介
護
や
育

児
を
「
社
会
化
」
す
る
動
き
が
進

行
し
て
い
る
。
し
か
し
、
介
護
分

野
に
お
け
る
介
護
保
険
制
度
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
分
析
で
は
、「
介
護
の

社
会
化
」
な
ら
ぬ
「
再
家
族
化
」

と
い
う
評
価
も
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
台
湾
・
韓
国
・
日
本
に
お

け
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
供
給
に
お
け

る
民
間
部
門
の
拡
大
が
み
ら
れ
る
。

「
介
護
の
社
会
化
」「
育
児
の
社
会

化
」
が
必
ず
し
も
公
的
部
門
の
役

割
拡
大
に
帰
結
せ
ず
、
家
族
責
任

の
再
強
化
、
市
場
の
役
割
強
化
へ

と
つ
な
が
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　

私
達
は
以
上
の
問
題
意
識
を
も

と
に
、
晩
産
化
・
超
少
子
化
・
高

齢
化
が
同
時
進
行
す
る
郊
外
都
市
・

横
浜
に
お
い
て
、
子
育
て
と
介
護

の
ダ
ブ
ル
ケ
ア
分
担
と
い
う
新
た

な
社
会
的
リ
ス
ク
の
構
造
と
そ
の

対
応
策
を
検
討
す
る
。
横
浜
で
の

調
査
の
後
、
他
の
東
ア
ジ
ア
の
都

市
で
も
調
査
を
行
い
、
比
較
分
析

を
行
う
計
画
で
あ
る
。

６ 

　  

ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
現
代
的
構
造

　
　

―

ダ
ブ
ル
ケ
ア
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

　

人
口
学
的
な
予
測
は
で
き
て
も
、

具
体
的
に
新
た
な
変
化
に
対
応
す

る
包
括
的
な
政
策
は
な
い
。
よ
っ

て
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
を
し
て
い
る
人

は
、
谷
間
に
お
ち
る
。

　

近
年
の
経
済
状
況
で
は
、
女
性

に
と
っ
て
、
仕
事
と
家
庭
（
育
児
）

の
両
立
だ
け
で
な
く
、
仕
事
と
家

庭
、
介
護
の
両
立
と
、
暮
ら
し
へ
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の
負
担
は
増
す
可
能
性
が
あ
る
。

　

も
し
、こ
の
よ
う
に
経
済
、福
祉
、

地
域
で
の
暮
ら
し
に
と
っ
て
、
多

大
な
貢
献
を
す
る
女
性
を
支
え
な

か
っ
た
ら
、
女
性
た
ち
が
倒
れ
て

し
ま
う
。
そ
し
て
女
性
た
ち
の
働

き
抜
き
で
は
、
多
く
の
人
が
社
会

的
排
除
の
状
態
に
陥
り
、
そ
れ
に

対
応
す
る
行
政
の
コ
ス
ト
も
急
増

す
る
だ
ろ
う
。

　

で
は
、「
ダ
ブ
ル
ケ
ア
」
と
は
ど

の
よ
う
な
構
造
な
の
だ
ろ
う
か
。

ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
登
場
人
物
は
少
な

く
と
も
四
世
代
に
ま
た
が
る
。
昭

和
一
桁
前
世
代
、
団
塊
世
代
、
団

塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
、
そ
し
て
少
子

化
世
代
の
四
世
代
で
あ
る
。

　

中
で
も
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
主
人

公
は
、
団
塊
世
代
と
団
塊
ジ
ュ
ニ

ア
世
代
の
２
人
で
あ
る
。
双
方
の

ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
状
況
は
質
的
に
も

制
度
環
境
的
に
も
異
な
る
。

 

❶ 

ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
主
人
公
①

　

―

団
塊
世
代
の
女
性
た
ち

　

ダ
ブ
ル
ケ
ア
主
人
公
の
ひ
と
り

目
は
、
団
塊
世
代
の
女
性
た
ち
で

あ
る
。
こ
の
世
代
は
現
在
、
自
分

の
親
（
義
理
親
）
あ
る
い
は
祖
父

母
の
介
護
と
、娘
の
支
援（
孫
育
て
）

と
い
う
ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
葛
藤
や
負

担
を
抱
え
て
い
る
。

　

こ
の
団
塊
世
代
の
女
性
た
ち
を

と
り
ま
く
制
度
環
境
は
、
大
き
く

変
化
し
て
き
た
。
こ
の
世
代
は
、

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
を
、
男
性

稼
ぎ
主
型
社
会
の
中
で
経
験
し
、

自
分
の
親
が
介
護
の
社
会
化
以
前

に
介
護
し
て
き
た
姿
を
見
て
い
る
。

介
護
保
険
の
制
度
化
が
な
さ
れ
、

「
介
護
の
社
会
化
」
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
も
の
の
、
介
護

の
社
会
化
前
と
後
の
様
相
を
間
近

で
見
て
き
た
世
代
で
あ
る
。
ま
た
、

現
在
の
よ
う
な
子
育
て
支
援
が
制

度
化
さ
れ
る
以
前
に
子
育
て
を
一

段
落
さ
せ
た
世
代
で
あ
る
た
め
、

「
子
育
て
の
社
会
化
」
の
前
と
後
の

様
相
も
間
近
で
見
て
い
る
。
兄
弟

数
も
多
い
。
男
性
稼
ぎ
主
型
の
意

識
と
、
現
在
の
介
護
の
社
会
化
や

子
育
て
支
援
と
い
う
制
度
化
の
は

ざ
ま
で
葛
藤
を
持
ち
や
す
い
。
自

分
の
親
と
子
ど
も
の
双
方
か
ら
頼

り
に
さ
れ
、
か
つ
、
仕
事
も
持
っ

て
い
る
場
合
も
あ
り
、
自
分
自
身

の
体
調
や
体
力
も
弱
り
つ
つ
あ
る

中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
期
待
に
応
え

よ
う
と
す
る
大
変
さ
や
大
き
な
負

担
が
あ
り
、
複
合
的
な
支
援
課
題

を
抱
え
て
い
る
。

❷ 

ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
主
人
公
②

　

―

団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
の
女
性
た
ち

　

も
う
ひ
と
り
の
主
人
公
（
私
た

ち
の
研
究
の
主
な
対
象
）
は
、
団

塊
ジ
ュ
ニ
ア
の
女
性
た
ち
で
あ
る
。

高
齢
出
産
の
場
合
や
、
親
が
早
く

か
ら
要
支
援
・
要
介
護
の
状
態
に

な
っ
た
場
合
、自
分
の
親（
義
理
親
・

あ
る
い
は
祖
父
母
）
の
介
護
と
、

自
分
の
子
育
て
と
が
、
ま
さ
に
同

時
進
行
で
進
行
す
る
。
こ
の
世
代

は
、
男
性
稼
ぎ
主
型
モ
デ
ル
か
ら

共
働
き
モ
デ
ル
へ
の
移
行
期
に
生

き
、
介
護
の
社
会
化
・
子
育
て
支

援
制
度
化
以
後
に
ケ
ア
を
し
て
い

る
世
代
で
あ
る
。少
子
化
、晩
婚
化
、

晩
産
化
に
よ
り
、
兄
弟
数
も
少
な

い
。

　

で
は
、彼
女
ら
を
と
り
ま
く
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
支
援
、
負
担
感
は
ど

う
か
。
現
在
、
未
だ
明
ら
か
に
さ

れ
た
事
の
な
い
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
の

実
態
を
把
握
す
べ
く
、調
査
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
こ
の
研
究
で
は
、

今
後
の
支
援
に
つ
な
げ
て
い
け
る

よ
う
、
ケ
ア
の
定
義
を
拡
大
し
、

買
い
物
代
行
や
、
愚
痴
を
聞
く
な

ど
の
精
神
的
ケ
ア
も
含
め
、
現
在

の
政
策
の
対
象
と
な
ら
な
い
よ
う

な
ケ
ア
へ
の
関
与
の
把
握
を
試
み

て
い
る
。

　

数
は
多
く
な
い
も
の
の
、
私
た

ち
の
調
査
研
究
か
ら
は
、
彼
女
た

ち
が
非
常
に
大
き
な
負
担
を
抱
え
、

ダ
ブ
ル
ケ
ア
に
精
神
的
・
体
力
的
・

時
間
的
・
経
済
的
・
家
族
的
に
複

合
的
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
は
じ
め
て
い
る
。

７ 

　  

ダ
ブ
ル
ケ
ア
問
題
に
よ
り
見
直

し
を
迫
ら
れ
る
こ
と
は
何
か

　

第
一
に
、
高
齢
者
ケ
ア
と
子
育

て
を
「
社
会
的
ケ
ア
政
策
」
と
し

て
包
括
的
に
と
ら
え
、
高
齢
者
や

子
育
て
の
ケ
ア
で
別
々
に
行
わ
れ

て
き
た
政
策
・
統
計
・
研
究
に
つ

い
て
、
横
断
的
に
見
直
す
こ
と
で

あ
る
。

　

例
え
ば
ま
ず
政
策
で
は
、
高
齢

者
の
扶
養
は
年
金
・
医
療
・
介
護

で
対
応
し
、
子
ど
も
の
扶
養
は
幼

稚
園
や
保
育
園
・
各
種
手
当
を
整

備
し
、
高
齢
者
と
子
ど
も
の
ケ
ア

政
策
は
区
分
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

実
際
の
支
援
現
場
で
も
、
高
齢
者

と
子
育
て
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
は
分
断
さ
れ

て
お
り
、
ケ
ア
の
質
の
担
保
の
た

め
の
規
制
的
政
策
の
重
要
性
も
指

摘
さ
れ
て
き
た
。
ダ
ブ
ル
ケ
ア
負

担
の
現
状
と
政
策
の
問
題
点
に
関

す
る
考
察
が
ま
ず
必
要
で
あ
る
。

　

次
に
統
計
で
も
、
高
齢
者
・
子

ど
も
と
対
象
別
に
分
断
さ
れ
て
お

り
、
家
族
や
親
族
単
位
で
、
そ
の

世
帯
の
ケ
ア
課
題
を
把
握
す
る
こ

と
は
、
量
的
に
は
非
常
に
難
し
い

現
状
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
社
会
政
策
研
究
で
も

高
齢
者
介
護
（
高
齢
者
ケ
ア
）
と

子
育
て（
子
ど
も
の
ケ
ア
）政
策
は
、

別
々
に
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

近
年
で
は
「
社
会
的
ケ
ア
」「
ケ
ア

レ
ジ
ー
ム
」
と
い
っ
た
枠
組
み
で

両
者
を
包
含
し
て
把
握
す
る
こ
と

の
重
要
性
が
国
際
的
に
も
指
摘
さ

れ
て
き
た
。

　

と
り
わ
け
、晩
婚
化
、超
高
齢
化
、

少
子
化
が
進
む
東
ア
ジ
ア
の
国
々

で
は
、
子
育
て
世
代
が
同
時
に
親

の
介
護
の
責
任
も
背
負
う
、
ダ
ブ

ル
ケ
ア
の
ケ
ー
ス
が
増
加
す
る
可

能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
東
ア
ジ

ア
の
国
々
が
共
有
す
る
こ
の
新
た

な
社
会
的
リ
ス
ク
は
、
高
齢
者
と

子
ど
も
の
扶
養
に
関
わ
る
諸
制
度

　
　

年
金
、
医
療
、
介
護
、
子
育
て
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
政
策　
　

の
見
直
し

を
迫
る
。

　

第
二
に
、
子
育
て
と
介
護
の
ダ

ブ
ル
ケ
ア
分
担
問
題
を
、
一
国
単

位
の
視
点
で
把
握
す
る
の
で
は
な

く
、
家
族
形
成
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
中
で
、
晩
婚
化
、
超
少
子
化
、

高
齢
化
が
同
時
進
行
す
る
〈
東
ア

ジ
ア
社
会
が
共
有
す
る
新
た
な
社

会
的
リ
ス
ク
〉
と
と
ら
え
、
国
民

国
家
と
い
う
単
位
を
超
え
た
、「
東

ア
ジ
ア
地
域
連
携
」
と
い
う
視
点

か
ら
、
解
決
を
構
想
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
ろ
う
。
グ
ロ
ー
バ
ル
都

市
・
横
浜
か
ら
、
政
策
開
発
の
発

信
を
す
る
意
義
は
大
き
い
。

　

第
三
に
、
日
本
の
抱
え
る
課
題

は
、
東
ア
ジ
ア
の
課
題
、
国
際
的

な
課
題
で
あ
り
、
実
態
把
握
や
政

策
手
法
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
ち
な
が
ら
国
際
的

に
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

な
る
。
少
子
化
や
高
齢
化
は
急
速

に
進
行
し
、
高
齢
化
に
つ
い
て
い

え
ば
日
本
は
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で

あ
る
。
そ
の
日
本
が
ど
の
よ
う
な

制
度
改
革
を
行
い
、
ど
の
よ
う
な

経
験
を
し
て
い
る
か
は
各
国
が
見

守
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
韓
国
や

台
湾
な
ど
は
日
本
を
は
じ
め
と
す
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る
各
国
の
福
祉
制
度
改
革
の
成
功

事
例
・
失
敗
事
例
を
貪
欲
に
ベ
ン

チ
マ
ー
キ
ン
グ
し
、
そ
れ
を
参
考

に
制
度
改
革
を
す
す
め
、
自
国
の

制
度
改
革
を
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
な
ど
の
国

際
機
関
に
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
・

発
信
し
て
い
る
。
自
国
の
リ
ス
ク

管
理
能
力
を
海
外
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
機
会
で
も
あ
る
。

　

横
浜
市
で
も
東
ア
ジ
ア
各
都
市

と
連
携
を
強
化
し
、
政
策
手
法
の

見
直
し
論
議
を
進
め
、
東
ア
ジ
ア

内
の
発
信
、
国
際
的
な
発
信
を
し

て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

８ 

　 

解
決
の
視
点
・
方
向
性
と
課
題

　

ダ
ブ
ル
ケ
ア
を
負
担
す
る
人
や

世
帯
の
将
来
的
増
加
が
確
実
視
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
問

題
は
、男
性
稼
ぎ
主
型
福
祉
レ
ジ
ー

ム
と
い
わ
れ
て
き
た
日
本
の
社
会

政
策
の
行
方
を
大
き
く
占
う
課
題

で
あ
る
と
考
え
る
。
家
族
の
個
人

化
や
個
人
単
位
の
社
会
政
策
の
重

要
性
は
否
定
し
な
い
も
の
の
、
ダ

ブ
ル
ケ
ア
が
四
世
代
の
問
題
性
を

も
つ
も
の
か
ら
、
個
人
単
位
の
視

点
だ
け
で
ダ
ブ
ル
ケ
ア
問
題
は
解

け
な
い
。
最
後
に
、
解
決
の
視
点

や
方
向
性
、
課
題
に
つ
い
て
考
え

た
い
。

　

第
一
に
、
子
ど
も
・
青
少
年
・

女
性
・
高
齢
者
の
縦
割
り
行
政
を

見
直
し
、
世
代
横
断
的
な
視
点

4

4

4

4

4

4

4

4

か

ら
の
新
た
な
「
家
族
政
策
」
の
形

成
が
必
要
で
あ
る
。
加
え
て
、
経

済
格
差
を
中
心
と
し
た
社
会
的
排

除
の
異
な
る
局
面
も
考
慮
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
も「
多
世
代
交
流
」「
三

世
代
支
援
」や「
宅
幼
老
所
」と
い
っ

た
「
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
」
の
推
進

に
関
す
る
実
践
は
蓄
積
さ
れ
て
き

た
。
地
域
社
会
で
も
子
ど
も
と
高

齢
者
と
の
「
多
世
代
交
流
」
が
進

ん
で
い
る
。

　

例
え
ば
、
横
浜
市
金
沢
区
さ
く

ら
茶
屋
の
朝
塾
は
、
シ
ニ
ア
世
代

の
地
域
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
、
早
朝
に
小
学

校
登
校
前
の
子
ど
も
を
預
か
り
、

勉
強
を
見
て
い
る
。
ま
た
福
岡
の

株
式
会
社
フ
ラ
ウ
は
、
シ
ニ
ア
世

代
も
関
わ
る
三
世
代
交
流
子
育
て

支
援
の
切
り
口
か
ら
、「
三
世
代
見

守
り
安
心
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
や
三
世
代
レ

ジ
ャ
ー
の
た
め
の
情
報
誌
を
発
行

し
て
い
る
。
三
世
代
見
守
り
マ
ッ

プ
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
商
店
街
、

シ
ニ
ア
グ
ル
ー
プ
、
子
育
て
支
援

の
連
携
で
見
守
り
マ
ッ
プ
講
座
も

開
催
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
児

童
福
祉
と
高
齢
者
福
祉
の
統
合
に

よ
る
「
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
」
と
し

て
は
、「
宅
幼
老
所
」
が
挙
げ
ら
れ

る
。
特
に
長
野
県
の
県
単
独
事
業

が
有
名
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
世
代
横
断
的
な
事
業

を
円
滑
に
行
え
る
よ
う
な
体
制
や

新
た
な
就
労
の
場
づ
く
り
で
重
要

な
こ
と
は
何
か
を
事
例
検
討
す
る

こ
と
も
で
き
る
。

　

第
二
に
、
性
別
役
割
分
業
に
も

と
づ
い
た
旧
来
型
の
「
家
族
」
で

は
な
く
、
多
様
で
民
主
的
な
家
族

関
係
や
親
密
な
関
係
を
包
摂
し
な

が
ら
個
人
を
尊
重
す
る
支
援
の
可

能
性
で
あ
る
。
旧
来
型
の
血
縁
に

も
と
づ
い
た
婚
姻
関
係
内
で
の
家

族
関
係
と
い
う
理
解
は
現
代
の
多

様
な
家
族
形
成
と
は
相
い
れ
な
い
。

血
縁
や
婚
姻
関
係
を
問
わ
ず
、
既

婚
・
未
婚
・
非
婚
を
問
わ
ず
、
垂
直
・

水
平
と
で
家
族
や
親
族
を
支
援
す

る
柔
軟
な
発
想
か
ら
、
新
し
い
時

代
の
家
族
政
策
の
あ
り
方
を
問
い

直
し
た
い
。
さ
ら
に
、
社
会
福
祉

を
媒
体
と
し
た
新
し
い
三
世
代
居

住
の
あ
り
方
も
考
え
た
い
。

　

第
三
に
、「
ダ
ブ
ル
ケ
ア
」
へ
の

対
応
策
と
し
て
、社
会
的
・
経
済
的
・

精
神
的
な
サ
ポ
ー
ト
も
含
め
た
支

援
を
、
地
域
的
に
展
開
す
る
地
域

社
会
を
再
構
築
し
な
が
ら
、
支
援

す
る
側
・
さ
れ
る
側
が
循
環
さ
れ
、

支
援
者
の
身
分
保
障
も
し
っ
か
り

な
さ
れ
る
場
を
創
り
出
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

第
四
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
経
済

の
中
で
、
非
市
場
領
域
の
世
代
間

連
帯
や
信
頼
と
い
っ
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
地
域
社
会
に
埋
め
込
ま

れ
て
い
く
よ
う
、
世
代
間
連
帯
や

信
頼
を
疑
似
的
に
も
組
み
込
む
よ

う
な
地
域
支
援
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
あ
り
よ
う
を
考
え
た
い
。
そ
し

て
、
家
族
や
近
隣
な
ど
私
的
な
領

域
で
不
足
し
て
い
る
も
の
は
何
か

を
明
ら
か
に
し
、
公
助
・
共
助
の

援
助
の
方
法
を
探
り
出
す
。

　

な
ぜ
世
代
間
連
帯
や
信
頼
を
地

域
に
埋
め
こ
む
こ
と
が
重
要
な
の

か
を
考
え
よ
う
。
ダ
ブ
ル
ケ
ア
の

あ
り
よ
う
は
、
ケ
ア
の
世
代
継
承

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
つ
ま

り
、
団
塊
世
代
や
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア

の
ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
背
中
を
見
て
、

少
子
化
世
代
の
子
ど
も
が
現
在

育
っ
て
い
る
。
彼
ら
彼
女
ら
が
将

来
的
に
子
育
て
・
介
護
に
関
わ
る

と
き
に
、
意
識
的
・
無
意
識
的
に
、

特
に
親
世
代
（
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世

代
）
の
ケ
ア
文
化
（
行
動
規
範
）

を
継
承
す
る
。
こ
う
し
た
文
化（
行

動
規
範
）
を
も
つ
住
民
一
人
ひ
と

り
の
行
為
と
連
帯
こ
そ
が
、
そ
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
や
信
頼
を
埋
め
込
み
、
豊
か
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
盤
と
な
る
。

い
わ
ば
、
世
代
間
連
帯
や
信
頼
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
経
済
を
支
え
る
基

盤
と
い
え
よ
う
。

　

こ
う
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

持
続
可
能
性
は
、
人
や
お
金
の
流

れ
を
支
え
る
こ
う
し
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
信
頼
の
性
質
に
大
き
く

規
定
さ
れ
る
。
逆
に
い
え
ば
、ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
断
絶
（
孤
立
化
）
や
、

信
頼
の
欠
如
（
不
信
・
無
関
心
）

の
蔓
延
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
持

続
可
能
性
を
は
ば
む
も
の
で
あ
る
。

　

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
女
性

の
役
割
や
暮
ら
し
が
大
き
く
変
化

す
る
中
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
新

た
な
秩
序
や
「
均
衡
状
態
」
を
模

索
す
る
途
上
に
あ
る
。

　

男
女
間
の
役
割
変
化
が
未
完
の

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
均
衡
」で
も
、

子
ど
も
が
産
み
育
て
に
く
い
た
め

に
子
ど
も
が
い
な
い
「
低
出
生
均

衡
」
で
も
、
そ
し
て
、
非
正
規
雇

用
や
無
業
者
の
拡
大
と
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
未
整
備
に
よ
る「
低

所
得
・
低
就
業
均
衡
」
で
も
な
い
。

横
浜
か
ら
こ
そ
、
新
た
な
家
族
政

策
・
社
会
的
ケ
ア
政
策
の
構
想
を

通
じ
て
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
・
世

代
間
連
帯
均
衡
」
へ
と
向
か
う
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
を
発
信
し

た
い
。

　

ダ
ブ
ル
ケ
ア
調
査
研
究
に
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
当
事
者
・
関
係
者
の

皆
様
に
は
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
な

お
、
本
研
究
は
、
日
本
学
術
振
興
会

科
学
研
究
費
（
基
盤
Ｂ
）「
東
ア
ジ

ア
に
お
け
る
介
護
と
育
児
の
ダ
ブ
ル

ケ
ア
負
担
に
関
す
る
ケ
ア
レ
ジ
ー
ム

比
較
分
析
」（
研
究
課
題
番

号 24310192

）
の
助
成
、
な
ら
び
に
、

横
浜
国
立
大
学
経
済
学
部
ア
ジ
ア
経

済
社
会
研
究
セ
ン
タ
ー
の
助
成
を
受

け
て
お
り
、
そ
の
研
究
成
果
の
一
部

で
あ
る
。
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